
富山市における事業系一般廃棄物
減量化の状況

富山市

廃棄物対策課 減量推進係
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生活系可燃ごみ 不燃物・その他 生活系資源物 事業系可燃ごみ 事業系資源物

富山市のごみ処理の状況（令和５年度）

生活系ごみ
94,475ﾄﾝ
66％

事業系ごみ
47,792ﾄﾝ
34％

富山市全体
142,267ﾄﾝ

【事業系資源物】 富山市エコタウンなどで再資源化される事業系一般廃棄物。
（市で発生量を把握している木質系廃棄物、固形燃料化する布類等など）
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第２次富山市一般廃棄物
処理基本計画

令和３年度（前期）目標値

①総発生量 49,299トン

②焼却処理量 38,516トン

令和８年度（後期）目標値

①総発生量 48,084トン

②焼却処理量 37,279トン

「発生抑制」が
引き続き課題！！
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総排出量 54,936t 51,034t 49,593t 47,627t 47,792t



Ｒ６年度 減量計画書の提出状況
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対象建築物 事業所数
提出済
件数

未提出
件数

提出率

特定建築物① 161 142 19 88.2%

大規模小売店舗② 59 54 5 91.5%

①と②を兼ねる施設 49 46 3 93.9%

金融・保険・証券会社 110 108 2 98.2%

一般廃棄物50t以上
排出事業所

73 64 9 87.7%

合 計 452 414 38 ９１.６％



富山市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例

（事業者による減量等の推進） 

第１０条 事業者は、事業系廃棄物の発生及び排出を抑制するとともに、その事業活動に際し

て再生資源（資源の有効な利用の促進に関する法律（平成３年法律第４８号）第２条第４項

に規定する再生資源をいう。）、再生部品（同条第５項に規定する再生部品をいう。）及び

再生品を使用することにより、並びに物の製造、加工、販売等に際して次に掲げる方法等に

より、廃棄物の減量及び資源の有効な利用に努めなければならない。 

（事業系一般廃棄物の減量計画） 

第１１条 事業用の大規模な建築物その他事業系一般廃棄物を多量に排出すると認められる建

築物で規則で定めるものの所有者（所有者以外に当該建築物の全部の管理について権原を有

する者がある場合には、当該権原を有する者）は、規則で定めるところにより、当該建築物

に係る事業系一般廃棄物の減量に関する計画を作成し、市長に提出しなければならない。当

該計画を変更したときも、同様とする。 
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減量計画書の裏面

発生量および減量率について・・・
●ＯＡ用紙等 ●新聞・雑誌・段ボール ●機密書類 ●厨芥類

例年、記載いただいている内容に従って分析。
令和５年度（直近）から過去5年間の推移は・・・・・ 6
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年度 R1 R2 R3 R4 R5

発生量（ｔ） 70.4 66.0 63.0 75.0 69.3

減量率（％） 49.9 50.6 48.5 35.9 31.8
30％代50％前後を推移

（ｔ）



新聞・雑誌・段ボール

再生利用率 94％

再利用7,346トン／発生量7,791トン

全量再利用 一部再利用・自家処理

271事業所 20事業所

83.6％ 6.2％

この品目で該当する324事業所の中で・・・

回収量によっては、売却により利益を生み出すこと
もできます。リサイクルの定着を！
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【新聞・雑誌・段ボール】一事業所あたりの発生量および再生利用率

発生量 再生利用率
（ｔ）

再
生
利
用
率

発
生
量

新聞・雑誌・段ボール

発生量は２５～３０トンで推移

高い再生利用率をキープ

市況の変化で価格変動はあるが再資源化の継続を！ 9



厨芥類

再生利用率 12％

再利用624トン／発生量5,107トン

全量再利用 一部再利用・自家処理

15事業所 23事業所

7.1％ 10.9％

この品目で該当する211事業所の中で・・・

近年、再生利用率は下降傾向に・・・。
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【厨芥類】一事業所あたりの発生量および再生利用率
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厨芥類

発生量は２５トン前後で推移している

再生利用率はＲ２年以降、減少
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厨芥類

対象業種以外でも、厨芥類が多量に発生する事業所は多い・・・。

●減量化 ディスポーザー（生ごみ処理機）の設置
→初期投資に費用がかかるが、ごみ処理費用が減る。
→中長期的にはコスト安になるかも？

●再資源化

・食品関連事業者

厨芥類の主な発生源は・・・

・その他（介護施設、病院 など）

対象

食品リサイクル法
（再生利用等に関する目標
設定あり）

対象外
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ＯＡ用紙等

再生利用率 25％

再利用327トン／発生量1,306トン

全量再利用 一部再利用・自家処理

55事業所 39事業所

28.1％ 19.9％

この品目で該当する196事業所の中で・・・

他品目と比べると、再生利用率は低い・・・。
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【ＯＡ用紙】一事業所あたりの発生量および再生利用率

発生量 再生利用率

（ｔ）
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ＯＡ用紙等

発生量は、６．７トン（5年平均）

再生利用率は１５％～２０％で推移
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ＯＡ用紙等

オフィスペーパーとは・・・
オフィスから排出される古紙で、
・主として製本していないばらの墨印刷・色刷りのある印刷物
・使用済みのコピー紙を含んでいるもの

（例） 不要となったコピー紙、チラシ、名刺、封筒、包装紙、紙袋など

再生利用率が伸びない理由は・・・

リサイクルの障害に

対象がオフィスペーパー全般であるため

多様な材質の混在 異物の混入
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ＯＡ用紙等

・防水加工紙
・カーボン紙
・印画紙（写真）
・感熱紙（ファックス紙）

など

収集業者や管理会社と回収時の注意事項等を確認し合い、
より分かりやすく、より徹底した内容に！

リサイクルを進めるためのポイントは・・・

分別マニュアル（表示）を作成すること

禁忌品を明記！ 排出時の注意事項を記載！

・はがきや封筒に貼られた
シールは取り除く
・窓枠封筒のプラスチック
フィルムは取り除く

など
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機密書類

再生利用率 72％

再利用592ン／発生量822トン

全量再利用 一部再利用・自家処理

86事業所 12事業所

53.4％ 7.5％

この品目で該当する161事業所の中で・・・

再生利用率は高水準。
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【機密書類】一事業所あたりの発生量および再生利用率

発生量 再生利用率

（ｔ）

再
生
利
用
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発
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量

機密書類

発生量は５トン程度で推移している

再生利用率は７０～８０％程で推移している
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機密書類
機密の保護を徹底したリサイクル方法

（公財）古紙再生促進センター
「リサイクル対応型機密文書処理ガイドライン ～排出者向け概要版～」 より
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減量計画書の提出について

作成にあたっては、

「事業系一般廃棄物減量計画書の手引書」

を参考にしてください。

特に、手引書５～９ページの

「３ 事業系一般廃棄物減量計画書について」

をご確認の上、ご提出ください。
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減量計画書の提出について
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担当者名を必ず
ご記入ください。
（問合せ連絡先）

※裏面の数値と
一致させてください



減量計画書の提出について

現在の取組のほか、リサイクルにあたって困っている点などの記入を！

今年度の
『実績』

些細な事でも構わないので
ぜひ記入をお願いします。

22

翌年度の
『計画』



減量計画書の提出について

（１）計画書は、毎年４月１日現在で前年度実績を記入し、今年度の計画をたてる。

（２）提出期限 令和７年５月３０日（金）

（３）提 出 先 〒９３０－８５１０ 富山市新桜町７番３８号

富山市 廃棄物対策課減量推進係（TEL ０７６－４４３―２２８１）

減量計画書の様式 → 富山市ホームページからダウンロード可
（ＰＤＦ形式・エクセル形式）

該当ページは、「富山市 事業系ごみの減量」で検索あるいは
富山市ホームページにてページ番号「1005356」で検索してください。
＜掲載URL＞https://www.city.toyama.lg.jp/kurashi/gomi/1010228/1005356.html

※提出は、メール又は郵送でお願いします。

送付先: haikibutsu-01@city.toyama.lg.jp まで
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ご清聴ありがとうございました。
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